
本時の学習（２／８時） 

 本時の展開（評価は単元計画参照） 

予想される学習活動・子どもの意識の流れ 
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の
指
導
・
支
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・ ２つの提案文を比較させることで、相手（大人）を納得させるには５つのひけつが必要不可

欠であることに気づかせ、ルーブリック設定につなげる【課題】 

・ 子どもたちから出たキーワードを黒板や端末上で整理し、自分たちの言葉で「伝わる 5 つの

ひけつ（①意見、②事実、③構成、④デメリットの克服、⑤文末表現）」として、クラスの

ルーブリックを設定する【過程】 

・ 個人で考える時間や友達と考える時間を設定し、相手の心を動かす５つのひけつを見出せる

ようにする【形態】 
 

パフォーマンス課題：みんなの生活がもっと楽しく、よりよくなるための『提案文』を書こう！ 
みんなの熱い思い（意見）と、それを支えるデータや証拠（事実）を組み合わせて、校長先生や児童会、担当の先生、友達の心を動かし、検
討してもらおう！ 

 

教師 子ども 教師 子ども 教師 子ども

主体性の目安となる自己調整の度合い

学習課題 学習過程 学習形態

１ 学習計画（見通し） ２ 授業の学び ３ 振り返り 

自分のテーマは

決まったけど、意

見だけでは相手は

納得してくれない

から、説得力のあ

る提案文の書き方

を考えたいな！！ 

相
手
の
心
を
動
か
す
提
案
文
の
ひ
み
つ
を
見

つ
け
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
ろ
う
。 

問い「モデル文から相手の心

を動かすための５つのひ

けつを探し出そう。」 

 

誰と 個人 or 友達 or 先生 

 

どこで 自分の席 or 交流ス

ペース 

 

何を使って 端末(ロイロ)or

ノート or ホワ

イトボード 

整理した５つの項目をもと

にクラス全体のルーブリッ

ク(評価基準)を設定する。 

意見しか考えてないから、次の

時間は事実を考えないと。 

大人の心配に対する考えに対す

るルールを考えないと 

次の時間は意見の証拠になるア

ンケートを取らないと！ 

今の自分のアイデ

アだとこの５つの

うち何個達成でき

そうかな？ 

９ １ ５ ８ ２ 

意見のみで書かれ

ている提案文を読

み、なぜ納得させ

ることができない

のかを考える。 

自分の感情ばかり

では相手は納得し

てくれない。事実

が書かれていな

い。 

  ５つのひけつ 
１データや作品名など【事実】 

２意見が書かれている【意見】 

３段落に分かれている【構成】 

４デメリットとその解決方法 

 【デメリットの克服】 

５文末の表現方法の工夫 

 【文末表現】 

 

５ 


